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特 集特 集

小
島
道
一

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
途
上
国
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理

発展途上国から見た地球環境問題
　

地
球
温
暖
化
緩
和
策
の
一
つ
と
し
て
ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
の
枠
組
み
を
利
用

し
た
発
展
途
上
国
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
い
く

つ
か
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
枠
組
み

が
途
上
国
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

●
途
上
国
の
廃
棄
物
問
題
と
地
球
温
暖
化

　

廃
棄
物
分
野
は
、
各
国
で
社
会
問
題
化
す
る
な

ど
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
資
金
を
十
分

に
投
入
し
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
管
理
が
不
十
分
な
埋
立

処
分
場
の
ご
み
に
火
が
付
き
、
火
災
が
発
生
し
、

大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
ご
み
山
が
崩
壊

し
周
辺
住
民
が
死
亡
し
た
り
す
る
な
ど
の
事
件
も

起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
埋
立
処
分
場
や

中
間
処
理
・
焼
却
施
設
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、

激
し
い
反
対
運
動
が
起
こ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

廃
棄
物
分
野
の
主
な
温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
は
、

埋
立
処
分
場
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
、
ご
み
の
焼

却
か
ら
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
あ
る
（
参

考
文
献
①
）。
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
源
と
し
て

は
、
他
の
発
生
源
と
比
べ
て
、
廃
棄
物
分
野
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
温
室
効
果
ガ
ス
全
体
の

中
で
は
、
廃
水
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
や
亜
酸
化

窒
素
と
あ
わ
せ
て
も
、
五
％
以
下
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

●
Ｃ
Ｄ
Ｍ
と
廃
棄
物

　

し
か
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
と
し
て
は
、
廃
棄
物
関

係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
さ

れ
、
途
上
国
で
の
廃
棄
物
処
理
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
、
効
率
的
に

進
め
て
い
く
た
め
、
一
九
九
七
年
に
採
択
さ
れ
た

京
都
議
定
書
で
、
排
出
量
取
引
、
共
同
実
施
と
と

も
に
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
採
用
さ
れ
た
仕
組

み
で
あ
る
。
三
つ
の
仕
組
み
の
う
ち
途
上
国
が
関

係
す
る
の
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
義
務
を
負
っ
て
い
る
先
進
国

が
、
途
上
国
に
技
術
・
資
金
等
の
支
援
を
行
い
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
た
場
合
、
削

減
で
き
た
排
出
量
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
先
進
国

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
分
の
一
部
に
充

当
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
認
証
さ
れ

た
排
出
削
減
量
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
（Certified Em

is-

sion Reduction

）
と
呼
ば
れ
、
取
引
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
の
総
排
出

枠
が
結
果
的
に
増
大
す
る
た
め
、
厳
格
な
審
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
審
査
を

終
え
た
も
の
が
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
六

日
の
段
階
で
登
録
さ
れ
て
い
る
の
が
一
一
九
七
件

に
上
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
、
イ
ン
ド
三
六
〇

件
（
三
〇・一
％
）、
中
国
二
八
九
件
（
二
四・一
％
）、

ブ
ラ
ジ
ル
一
四
七
件
（
一
二・三
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
廃
棄
物
分
野
で
も
い

く
つ
か
の
事
業
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
埋
立
処

分
場
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、

農
業
廃
棄
物
の
利
用
、
セ
メ
ン
ト
産
業
で
の
代
替

燃
料
、
原
料
と
し
て
の
廃
棄
物
の
利
用
な
ど
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
例
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理

事
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
案
件
の
地
域
的
な
分
布

は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。も
み
殻
や
バ
ガ
ス（
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
の
利
用
や
セ
メ
ン
ト
産
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
ド
で
の
登
録
事
例
が
多
い
。
一
方
、
Ｅ



13 ―アジ研ワールド・トレンドNo.160（2009. 1）

Ｆ
Ｂ
（
パ
ー
ム
空
房
）
の
利
用
で
は
マ
レ
ー
シ
ア

が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
回
収
・
発
電
で
は
、
中
南
米

地
域
と
中
国
で
の
登
録
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

埋
立
処
分
場
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
・
発
電
、

コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
農
業
廃
棄
物
の
利
用
の
三
つ
の

分
野
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
し
く

見
て
い
こ
う
。

●
埋
立
地
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
事
業

　

廃
棄
物
関
連
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
の
代
表
的
な
も
の

と
し
て
、埋
立
処
分
場
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収・

利
用
が
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
六
日
現
在
、

メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
・
利
用
を
図
る
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ

Ｍ
理
事
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
は
一
〇
〇
件

に
の
ぼ
る
。
メ
タ
ン
ガ
ス
の
温
室
効
果
は
、
二
酸

化
炭
素
の
約
二
一
倍
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
メ
タ

ン
ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
て
二
酸
化
炭
素
と
し
て
大
気

中
に
放
出
す
る
だ
け
で
も
、
温
室
効
果
の
抑
制
に

つ
な
が
る
。
年
間
の
平
均
削
減
量
は
、
二
酸
化
炭

素
換
算
二
六
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

埋
立
処
分
場
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
回
収
し
発
電
す

る
も
の
が
五
九
件
、
回
収
を
行
う
も
の
の
発
電
は

行
わ
な
い
も
の
が
三
一
件
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

廃
棄
物
と
は
関
係
な
い
が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
・

利
用
一
〇
〇
件
の
う
ち
、
残
り
の
一
〇
件
は
、
炭

層
・
炭
鉱
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
案
件
の
一

つ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ケ
ソ
ン
市
の
パ
ヤ
タ
ス
埋
立

処
分
場
で
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回
収
・
利
用
事
業
が
あ

る
。
同
埋
立
処
分
場
は
、
ケ
ソ
ン
市
で
発
生
し
た

廃
棄
物
に
加
え
、
他
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
立
地
す

る
市
か
ら
も
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

同
処
分
場
は
、
従
来
、
被
覆
さ
れ
て
お
ら
ず
、

崩
落
な
ど
の
危
険
性
を
考
え
ず
に
ご
み
山
が
で
き

て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
は
大
規
模
な
崩
落

が
あ
り
、
二
〇
〇
名
以
上
が
死
亡
す
る
事
故
が
発

表１　廃棄物関連のCDM理事会登録事業
農業廃棄物 メタンガス コンポスト セメント

籾  殻 バガス EFB 回収・発電 回  収 代替燃料 混合セメント
韓国 2
中国 11 1 1
フィリピン 1 1 1
カンボジア 1
タイ 1 3 1 1
マレーシア 13 2 1 6 1
インドネシア 3 2 1 1
バングラデシュ 1 1
インド 36 32＊ 2 1 1 4 13
中南米 3 32 3 30 25 2 3
アフリカ・中近東 1 6 4
旧ソ連邦地域 2

合　　計 41 68 22 59 31 12 9 14
（出所）IGESおよびCDM理事会資料をもとに作成。
（注）⑴＊バガスともみ殻の両方を利用した発電1件を含む。

⑵本表に含まれていないもののもみ殻・バガス・EFB以外の農業廃棄物を利用した案件がいくつかある。
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写真１　�被覆がなされているパヤタス埋立処分場
　　　　（フィリピン・ケソン市、2007年8月、小島道一撮影）

写真２　�メタンガスの回収のためのパイプを埋め込む作業
　　　　（フィリピン・ケソン市、2007年8月、小島道一撮影）
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生
し
た
。
そ
の
後
、
崩
落
が
起
き
な
い
よ
う
に
ご

み
山
の
傾
斜
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
被
覆
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る（
写
真
１
参
照
）。

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
で
は
、
ご
み
山
に
メ
タ
ン
ガ
ス
を

回
収
す
る
パ
イ
プ
を
敷
設
し
（
写
真
２
参
照
）、

集
め
た
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
て
発
電
が
行
わ
れ

る
。
同
埋
立
処
分
場
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る
ケ

ソ
ン
市
と
の
契
約
の
も
と
イ
タ
リ
ア
のPangea 

Green Energy 

社
に
、
一
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
回
収
・
処
理
す
る
権
利
が
与
え

ら
れ
、
同
社
の
資
金
で
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
投
資
額
は
、
一
三
八
万
ユ
ー
ロ
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
は
、
二
酸
化
炭
素
換

算
六
七・五
万
ト
ン
（
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二

年
ま
で
の
五
年
間
の
合
計
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

埋
立
処
分
場
か
ら
発
生
す
る
ガ
ス
は
、
周
辺
住

民
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
利
用
は
、
周
辺
住
民
の
健

康
に
対
し
て
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
途
上
国
で
は
、
埋
立
処
分
場
が
適
切
に

管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ご
み
山
が
燃
え
、
大
気
汚

染
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
ご
み
山
の
崩
落
に
よ
り

死
者
が
出
た
り
し
て
い
る
。
被
覆
を
行
い
、
ご
み

山
の
斜
度
を
管
理
す
る
な
ど
、
埋
立
処
分
場
の
管

理
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
に

よ
り
、
被
覆
等
の
コ
ス
ト
を
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
賄
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関
し
、
途
上
国
の
廃
棄
物
処

理
技
術
改
善
の
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る

と
い
え
る
。

●
生
ゴ
ミ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化

　

埋
立
処
分
場
か
ら
発
生
し
て
い
る
メ
タ
ン
ガ
ス

を
回
収
し
、
発
電
等
で
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、

メ
タ
ン
の
発
生
そ
の
も
の
を
回
避
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
食
品
残
さ
な
ど
の
有

機
性
廃
棄
物
等
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
が
あ
る
。
筆
者

が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
で
訪
問
し
た

コ
ン
ポ
ス
ト
化
施
設
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
援
助
で
、

ダ
カ
に
あ
るW

aste Concern
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
好
気
性
の
も
と
で
ゴ
ミ
を
腐
敗
さ
せ
、

メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
（
写
真
３
参
照
）。

　

こ
の
施
設
は
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
実
施
主
体
の
一
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

のW
aste Concern

は
、
同
様
の
技
術
を
用
い

て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
カ
で
の
有
機
廃
棄

物
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
を
実
施
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
と

し
て
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
に
登
録
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
の
日
量
一
〇
〇
ト
ン
か
ら
徐
々
に
処

理
量
を
増
や
し
、
二
〇
〇
九
年
に
は
日
量
七
〇
〇

ト
ン
の
廃
棄
物
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
を
作
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
換
算
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
量
も
徐
々
に
増
加
し
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

二
〇
一
二
年
ま
で
の
間
で
、
合
計
六
二
万
ト
ン
が

削
減
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
事
業
に
携
わ
っ

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
のW

orld W
ide Recycling 

社
も
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ポ
ス
ト
化
事
業

が
発
展
途
上
国
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
製
造
し
た

市
場
の
確
保
が
難
し
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。

W
aste Concern

の
事
業
の
場
合
は
、
肥
料
会

社
と
提
携
し
、
肥
料
会
社
に
コ
ン
ポ
ス
ト
を
納
入

し
、
成
分
調
整
等
を
行
っ
た
の
ち
、
肥
料
会
社
の

販
売
ル
ー
ト
で
コ
ン
ポ
ス
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
低
地
が
多
く
、

土
壌
流
出
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ポ
ス

ト
の
需
要
は
少
な
く
な
い
。

　

多
く
の
発
展
途
上
国
で
は
、
家
庭
ご
み
に
占
め

る
生
ゴ
ミ
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

先
進
国
ほ
ど
、
紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
包
装

が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
有
価
で
取
引
さ
れ
る

古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
は
、
廃
棄
前
に
別
途
、

写真３　バングラデシュ・チッタゴン市のコンポスト製造施設
（2006年9月、小島道一撮影）
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買
い
取
り
業
者
に
販
売
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
生
ゴ
ミ
の
割
合
が
八
〇
％
を

超
え
る
場
合
も
あ
る
。
都
市
か
ら
離
れ
た
処
分
場

に
生
ゴ
ミ
を
運
ぶ
前
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、
ゴ

ミ
を
減
量
で
き
れ
ば
、
廃
棄
物
の
収
集
の
効
率
化

も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
多
く
の
途
上
国

の
都
市
で
は
、
廃
棄
物
の
収
集
ト
ラ
ッ
ク
の
不
足

等
か
ら
、
廃
棄
物
が
十
分
に
収
集
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
く
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
に
よ
り
、

ゴ
ミ
が
減
量
で
き
れ
ば
、
収
集
率
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
廃
棄
物
埋
立
処
分

場
や
焼
却
施
設
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
予
定
地

周
辺
の
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
廃
棄
物
の
減
量
を
図
る
上
で

コ
ン
ポ
ス
ト
化
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
質
と
市
場
で
あ
ろ
う
。
コ
ン

ポ
ス
ト
の
質
の
向
上
に
は
、
投
入
す
る
生
ゴ
ミ
の

質
の
管
理
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト

を
購
入
し
て
く
れ
る
顧
客
を
つ
か
め
る
か
ど
う
か

も
重
要
な
点
と
い
え
る
。
質
が
十
分
で
な
く
、
市

場
で
の
価
値
が
な
い
場
合
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
埋
立

処
分
場
の
被
覆
に
使
う
方
法
も
あ
る
。
使
い
道
を

意
識
し
た
形
で
、
事
業
を
持
続
的
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

●
農
業
廃
棄
物
を
利
用
し
た
熱
回
収・

発
電

　

モ
ミ
殻
、バ
ガ
ス
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
）

な
ど
の
農
業
廃
棄
物
を
利
用
し
た
熱
回
収
・
発
電

も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
モ
ミ
殻
、

バ
ガ
ス
以
外
で
は
、
パ
ー
ム
油
を
搾
油
し
た
後
に

大
量
に
発
生
す
る
空
房
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
る
。

　

筆
者
が
二
〇
〇
八
年
二
月
に
訪
問
し
た
マ
レ
ー

シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
一
時
間
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
立
地
す
るEnco System

s

社
は
、

パ
ー
ム
空
房
を
破
砕
後
、
燃
焼
し
、
蒸
気
を
製
造

し
、
隣
接
す
る
紙
パ
ル
プ
工
場
に
供
給
し
て
い
る

会
社
で
あ
る
（
写
真
４
、５
参
照
）。
パ
ー
ム
油
の

製
造
過
程
で
発
生
す
る
パ
ー
ム
空
房
は
、
油
分
を

多
く
含
ん
で
お
り
、
燃
焼
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
は
廃
棄

さ
れ
て
い
た
も
の
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

燃
焼
の
際
に
発
生
す
る
灰
は
、
空
房
の
排
出
者

が
引
き
取
り
肥
料
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
窒
素
や
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
の
割
合
は
低
い
と

い
う
。

　

事
業
と
し
て
は
、
経
済
的
に
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
枠
組
み

が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
発
行
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
本

の
商
社
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
買
い
取
り
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
訪
問
先
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
Ｃ
Ｄ

Ｍ
理
事
会
へ
の
登
録
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
同

じ
業
者
が
設
置
し
た
同
様
の
施
設
が
マ
レ
ー
シ
ア

の
別
の
場
所
（K

ulim

）
に
も
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理

事
会
へ
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
。K

ulim

の
施

設
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
操
業
し
て
い
る
。
パ
ー

ム
空
房
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
メ
タ
ン
ガ

ス
も
発
生
す
る
た
め
、
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

写真５　パーム空房を燃焼し、蒸気を紙パルプ工場に供給する施設
　　　　（マレーシア、2008年2月、小島道一撮影）

写真４　パーム空房の破砕施設
　　　　（マレーシア、2008年2月、小島道一撮影）
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と
に
よ
り
、
年
平
均
二
酸
化
炭
素
換
算
七
万
ト
ン

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

農
業
廃
棄
物
の
処
分
の
問
題
は
、
都
市
ご
み
に

比
べ
る
と
、
途
上
国
で
は
、
そ
の
深
刻
度
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
な
い
。
と
は
い
え
、
未
利
用
の
農
業

廃
棄
物
を
有
効
利
用
し
、
灰
も
肥
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
以
外

の
側
面
で
も
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
る
意

味
が
あ
る
と
言
え
る
。

●
そ
の
他
の
廃
棄
物
を
利
用
し
た
取
り

組
み

　

以
上
の
取
り
組
み
以
外
に
、
廃
棄
物
関
連
で
行

わ
れ
て
い
る
事
業
と
し
て
、
セ
メ
ン
ト
産
業
で
の

廃
棄
物
利
用
が
あ
る
。
化
石
燃
料
を
廃
棄
物
に
代

替
し
た
り
、
原
料
に
廃
棄
物
を
利
用
し
た
り
す
る

と
い
っ
た
方
法
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ

な
げ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
イ
・
ア
ッ
シ
ュ
や
ス

ラ
グ
を
セ
メ
ン
ト
原
料
と
し
て
利
用
す
る
事
業
や
、

農
業
廃
棄
物
や
都
市
ご
み
を
代
替
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
事
業
が
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
に
は
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
ュ

な
ど
の
欧
米
の
セ
メ
ン
ト
製
造
企
業
グ
ル
ー
プ
の

系
列
会
社
が
ホ
ス
ト
国
側
の
担
い
手
と
な
っ
て
い

る
例
も
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
廃
棄
物
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｄ

Ｍ
事
業
と
し
て
は
、
産
業
廃
棄
物
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
、
使
用
済
み
の
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
な

ど
か
ら
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

●
市
場
ベ
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
対
象
外

　

市
場
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
も
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減

す
る
効
果
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
②
な
ど
）。
し
か
し
、
市
場
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ

て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
は
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
対

象
と
な
る
の
は
難
し
い
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
は
、「
認

証
さ
れ
た
事
業
活
動
が
な
い
場
合
に
生
ず
る
排
出

量
の
削
減
に
追
加
的
に
生
ず
る
も
の
」（
京
都
議

定
書
第
一
二
条
⒞
）
を
一
つ
の
要
件
と
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
途
上
国
の
廃
棄

物
処
理
の
分
野
で
、
技
術
移
転
や
技
術
開
発
が
進

ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
廃
棄
物
処

理
に
は
、
財
源
が
あ
ま
り
振
り
向
け
ら
れ
ず
、
適

切
な
処
理
・
処
分
を
行
う
た
め
の
資
金
が
十
分
に

確
保
で
き
な
い
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
販
売
と
い
う
新
た
な
資
金
調
達
ル
ー
ト
が
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
第
二
約
束
期
間

で
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
を
第
一
約
束
期
間
と
同
様
に

行
っ
て
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
気
候
変
動

枠
組
条
約
の
締
約
国
会
議
で
は
、
結
論
が
出
て
い

な
い
。

　

第
一
約
束
期
間
の
終
了
が
近
づ
く
に
従
っ
て
、

同
期
間
中
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
し
て
投
資
を
回
収
で

き
る
事
業
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
へ
の
新
規
投
資
を
手
控

え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
へ
の
新

規
登
録
件
数
も
、
二
〇
〇
八
年
第
２
四
半
期
は

一
一
四
件
（
前
年
同
期
比
二
三
％
減
）、

二
〇
〇
八
年
第
３
四
半
期
は
五
七
件
（
前
年
同
期

比
三
四
％
減
）
と
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
。
第
二

約
束
期
間
で
の
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
の
取
り
扱
い
を
早

急
に
検
討
す
る
こ
と
が
、
途
上
国
で
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事

業
を
利
用
し
た
継
続
的
な
投
資
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
廃
棄
物
分
野
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事

業
は
、
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
枠

組
み
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
よ
り
途
上
国
の
広
い

地
域
で
技
術
移
転
が
図
ら
れ
、
廃
棄
物
分
野
の
管

理
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
こ
じ
ま　

み
ち
か
ず
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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